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４ 昔のコロンボ

（１）コロンボという名前

スリランカの南西海岸は，海岸線がまっすぐなところが多くなっ

ていますが，コロンボの海岸線は海に少しつきでていて，港を造る
つく

のに都合よくできていました。

７世紀のころから，アラビア人はこの地に来て，宝石，象牙，シ
せい き ほう せき ぞう げ

ナモンなど買っていきました。アラビア人はここを「カランブー」

と呼んでいましたが，シンハラ人は「コロンバ」と呼んでいました。
よ

「コロンバ」と呼ばれるようになった由来については，いろいろな説
よ せつ

がありますが，市内の片隅に実のならない葉（シンハラ語でコラ）
かた すみ

だけのマンゴー（シンハラ語でアンバ）の木が多くあったため，コ

ラアンバがコロンボになまったという説がもっとも有力です。

コロンボと記されるようになったのは，オランダの植民地時代
しょくみん ち

の１８世紀以降で，それ以前は，コロンバ（ＫＯＬＡＭＢＡ），カ
い こう い ぜん

ランブー（ＣＡＬＥＮＢＯＵ），カオ・ラン・プ（ＫＡＯ・ＬＡＮ

・ＰＵ）などと記されていました。

（２）ポルトガルの植民地のころ

ポルトガル人がはじめてこの島にやってきたのは１５０５年と言

われています。それから，コロンボに砦を築き，貿易を始めまし
とりで きず ぼう えき

た。

このころのスリランカは，北のジャフナ王国，中央部のキャンデ

ィ王国，西のコーッテ王国に分かれていましたが，やがて，コーッ

テ王国とジャフナ王国はポルトガルに滅ぼされてしまいました。
ほろ
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ポルトガルは，仏教を激しく弾圧し，キリスト教（ローマン・
ぶっきょう はげ だん あつ

カトリック）を広めることに力をそそいできたので，西から南の海

岸部には信者が多く出ました。
しん じゃ

１６５５年に，オランダはコロンボを攻め，１６５７年にはポル
せ

トガルにとってかわりました。この戦争でポルトガルに関係のある
せん そう かん けい

ものはほとんど壊されました。
こわ

＊ 今，はっきりした形で残っているのはシルヴァ，フェルナンド，ドン・カローリス
のこ

などのポルトガル風の名前です。

こうして，約１５０年続いたポルトガルの時代は終わりました。
やく つづ

（３）オランダの植民地のころ
しょく み ん ち

オランダは，１７２０年

にコーヒーを，１７５３年

にはこしょうの栽培を始め
さい ばい

ました。また，シナモンや

たばこ、ココナッツの栽培、

水田の開発にも力を入れま

した。 東インド会社のマーク（ゴール）

さらにニゴンボとコロンボの間に運河をつくったり、フォート地
うん が

区を整備し，裁判所などを建てました。ペッターにあるオランダ時
せい び さい ばん しょ た

代博物館は，このころの植民地政府の建物だったものです。
はく ぶつ かん せい ふ たて もの

オランダもキリスト教（プロテスタント）を広めましたが，強制
きょうせい

はしませんでした。むしろ仏教を支援しました。有名な「キャンデ
し えん

ィ・ペラヘラ祭」が復活したのも，この時代です。
ふっ かつ


